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3 年生の皆さん、卒業まであとわずかですね。皆さんはこの 3 年間でさまざまな本と出会い、たくさんの感動

を体験したことでしょう。それは心の栄養となり、生きていくための大きな力となります。4月からの新しい生

活でも、たくさんの本との出会いを楽しんでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月号 

多古町学校司書 

 3年生特別号 

卒業する3年生へ贈りたい本 

図書室からのお知らせ 

☆個人で借りている本は、 

 ３月 10日(月)までに、全て 

返却してください。 

☆学級文庫の本も未返却があり 

ます。自宅や教室のロッカー 

などを探してみてください。 

こちらも 3月 10日(月) 

までです。 

図書室の本をたくさん利用した

３年生（３年間） 

     ３－３  実空さん 

     ３－３  秋也さん 

     ３－２  ひかりさん 

     ３－２  栞理さん 

     ３－１  優さん 

     ３－１  美和さん 

     ３－３  蓮さん 

     ３－２  知花さん 

     ３－１  菖さん 

 これからも、たくさん本を読んで

ください。 

≪令和６年度によく読まれた本≫ 

      令和７年２月末現在 

★死神うどんカフェ１号店シリーズ 

★歪みの国のアリス 

★すべての恋が終わるとしても 

★天久鷹央の推理カルテシリーズ 

★あの花が咲く丘で 

      君とまた出会えたら。 

★はたらく細胞シリーズ  

★８６－エイティシックスー 

         シリーズ など 

  『自分のミライの見つけ方』 児美川孝一郎：著    旬報社 

 これからの生き方、働き方、学び方について、過去・現在・未来の社会

の話を交えながら考えてみようという本です。新しい見方ができるように

なれば、未来はもっと自由なものになるのかもしれません。 

 

 

  『透明なルール』 佐藤いつ子：著                      KADOKAWA 

 中学 2年の優希は、「人にどう思われるか」を気にしたり、周りの空気を読みすぎて、学校でも家で

も本当の自分を隠して生きていました。そこへ、不登校ぎみで謎の多い転校生の愛やマイペースなクラ

ス委員の誠が現れて、優希を縛る ＜透明なルール＞ に気づかせてくれます。 

 

 

  『ケモノたちがはしる道』 黒川裕子：著                     静山社 

 ゲームでドラゴンをハントし、動画配信している今どき女子の千里は、肉の手羽先に残った羽毛に驚

きます。母のすすめで、狩猟で生計を立てている祖父の元へ行った千里は、リアルな命の体験をします。

命はいつ終わるのか、いつから死んでしまうのか。皆さんも、千里と一緒に体験してみませんか。 

 

 

  『新装版 行為の意味 青春前期の君たちへ贈る心の詩』宮澤章二：著 ごま書房新社 

   東日本大震災の時、映像とともに著者の一片の詩が CM で流れました。それは私たち

に「こころづかい」や「思いやり」、「生きること」の大切さを再認識させてくれました。

中学生への力強い思いがつづられた詩に、皆さんがどう感じるのか楽しみです。 


